
★ ９月のおもな予定 ★ 
１日(月)  安全衛生の日 

２日(火)  学年体育（全学年） 

３日(水)  ２年学年体育大会 

４日(木)  １年学年体育大会 

５日(金)  ３年学年体育大会  

８日(月)  音響照明説明会 

10日(水)  ３年学力テストA 

11日(木)  北辰祭準備日課（～18日） 

19日(金)  北辰祭 

22日(月)  局・常・書議会 

24日(火)  全校協議会 

26日(金)  バレエ鑑賞（２年） 

29日(月)  学校諸費引落日 

自分事として考え、一歩先へ進もう  

校長 新津 智哉  

今日から始まる２学期には、学年体育大会や北辰祭、合唱コンクールなど、大きな行事があります。 

こうした行事を楽しく充実したものにするためには、「誰かが作ってくれるもの」という考えではな

く、皆さん自身がどれだけ自分事として考え、仲間と一緒に「関わっていくか」がカギとなります。 

取組の途中では自分の思うように物事が進まず、壁にぶつかり、思い悩むことも出てくることと思い

ます。ここで、山の写真家 星野秀樹さんの写真絵本「山に登る」の一節を紹介します。 

 

山では、いつも同じことのくり返し。 

登る。休む。下る。飲む。食べる。ねる。 

それでも山は、まだまだ続く。ひと山こえると、

またひと山。 

ああ、もうつかれたよ。荷物は重いし、足だっ

てクタクタだ。 

いったいなぜ、山に登るの？ 

ひと山こえたその先に、どんな風景がまってい

るんだろう。 

 

ときにはけわしい山に立ち向かい、きりぬける

ことのよろこびを感じ、 

ときには歩いてきた山をふり返り、そこですご

した時間を思い出し、 

やがてきっと、ふだんはみることのできない美

しい風景に出会える。 

 

だからぼくは、山に登るんだ。 

「山に登る」写真・文 星野秀樹（アリス館）

まるで、私達の人生を例えているようです。困難を乗り越えた先には、登った者にしかわからない、かけがえ

のない時間や、喜び、美しい景色があります。登る前に諦めてしまえばどのような景色かはわからないままです。

だからこそ、皆さんにもあきらめずに、一歩先へ進んでほしいと願っています。 

もちろん、皆さんは一人で山に登るわけではありません。難しい場面でも仲間がいます。ただ、どんな時にも、

相手の立場に立って物事を考え、同時に感謝の気持ちを言葉にすることを忘れないでください。それがお互いを

理解し、信頼を深めることにつながります。 

それでは、今学期も、あいさつ、ありがとうの言葉を大切にし、みんなが安心して過ごせる学校をみんなで作

っていきましょう。                          （始業式校長の話から一部抜粋） 
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【生徒支援部より ～子どもの命の大切さを見つめ直す期間～】  
夏季休業が終了する8月後半から9月にかけては、学校行事と並行して、

「子どもの命の大切さを見つめ直す期間」と設定し、命を大切にする指導の

充実に努めることとしています。本校では、道徳の授業や特別活動などの教

育活動を通じて命を大切にする指導を日々行っていますが、この時期は、学

校生活に悩みを抱える子どもが心身ともに不安定になることが予想される

ため、一人一人の子どもを、きめ細かく見守っていきたいと考えています。2

学期は学年体育大会・北辰祭・合唱会など、準備活動を含めて１年間で最も

内容の濃い期間となりますが、行事に追われることなく、自分のペースを大

切にしながら過ごしてほしいと思います。 

 

学校だより 
札幌市立北辰中学校  
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【夏季休業中の大会・コンクール結果】  
〇サッカー部  第10回 ワタナベ杯Ｕ－14  北区サッカー大会 第３位  

〇野球部    令和７年度スポーツショップワタナベ杯北区軟式野球新人戦大会 第３位 

〇吹奏楽部   第70回 北海道吹奏楽コンクール札幌地区大会 金賞・全道大会推薦 

〇合唱部    第92回 NHK全国学校音楽コンクール道央地区大会 銅賞 


